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■　　加熱の原理 

加熱コイル 

うず電流 

鍋 

トップ 
プレート 

磁力線 

コイルに電流を流すと磁力線が発生します。この磁力
線の中に鍋を置くと、鍋にうず電流が発生し、鍋の電
気抵抗によって鍋自体が発熱します。 
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左・右ヒーター／中央ヒーター 

調理をする前に 

左・右ヒーター／中央ヒーター 

ヒーターの基本的な使いかた 

左ヒーター 

自動湯わかしの使いかた 

左ヒーター 

保温の使いかた 

左ヒーター 

自動炊飯の使いかた 

左・右ヒーター 

左・右ヒーターで揚げる 

グリル 

調理をする前に 
魚焼き調理をする 
グルメ調理をする 
レンジフード連動システムについて 
（レンジフード連動システム機能付のみ） 

使いかた 
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○高効率で立ち上がりが早い 大火力3.0kW 
○設定した温度に油温を保つ 揚げもの温度コントロール（左・右ヒーター）　　24ページ  
○湯がわいた後、自動で停止する 自動湯わかし機能（左ヒーター）　　20ページ 
○自動でごはんが炊ける 自動炊飯機能（左ヒーター）　　22ページ 
○スープ・みそ汁などが保温できる 保温機能（左ヒーター）　　21ページ 

ダブル　　ヒーター 

○サンマ5尾が一度に焼ける ワイド＆ビッグ庫内 

○おいしく焼けて手間いらず 水なし自動両面焼き 

○気になる煙・ニオイをしっかりカット 脱臭機能付 

○調理後庫内にこもるニオイを分解 ナノチタン消臭 

 

ワイド＆ビッグ水なしグリル 

○すぐに使いこなせる ナビ付き*ワンタッチ火かげん操作 

○奥まで取り出しやすく、しかも開閉しやすい  

　　　　　　フルオープン＆スムーズドア開閉 

操作もラクラク 

＊次の操作を光ってお知らせします。 

○ヒーターを通電するとレンジフードが自動的に運転し、ヒーターの通電を停止すると 

　約3分後にレンジフードを停止します。（レンジフード連動システム機能付のみ） 

レンジフード連動システム 
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安全上のご注意（つづき） 
安
全
上
の
ご
注
意 

　注意 

火気を近づけない 
感電・漏電の原因 

鍋は不安定な状態で使用しない 
不安定な状態のまま使用すると、本体の損傷や 
鍋の落下によりやけどやけがの原因 

吸・排気カバーをふさいだり、吸・排気 
カバー付近に手、顔、鍋のとってを近 
づけない 
火災・やけどの原因 

鍋・鍋のとってなどの高温部に触れない 
やけどの原因 

トッププレートの表示窓や上面操作部 
の上に、熱い鍋などを置かない 
故障の原因 

トッププレートの上に直接食材を置い 
て調理しない 
発火・異常動作の原因 
●魚を焼いたり、しょうゆ・汁などがたれる調 
　理はしない 

鍋の下に紙やシートなどを敷かない 
鍋の熱で紙が焦げたり、発火・故障の原因 

缶詰やアルミ製容器（うどん等が入った 
簡易容器）、アルミ箔など、鍋以外のもの 
を載せない 
破裂したり赤熱して、やけどやけがの原因 

グリル使用中に調理物が発煙・発火した 
場合は、すぐに電源を切り、次の手順で 
消火する 
火災の原因 

揚げもの調理中は、飛び散る油に注意 
する 
やけどの原因 

使用中は本体から離れない 
調理物が発火する恐れ 
※本体から離れるときは、必ず電源を切ってく 
　ださい。 

お手入れは本体が冷えてから行う 
やけどの原因 

グリルドアを持って勢いよく引き出し 
たり、持ち上げながら引き出したり、 
またグリルドアやレールに上から強い 
力を加えたりぶらさがらない 
グリルドアや受皿・焼網などが落下して、 
やけどやけがをしたり、破損の原因 

グリルの庫内やレール・ホルダーや受 
皿は、魚などの油がたまらないよう使 
用の都度掃除し、定期的にお手入れを 
する 
火災・故障の原因 
※続けて使用するときは、受皿にたまった油を捨て、 
　汚れをきれいに落としてください。 

使用中や使用後はグリルドア（ガラス） 
に水をかけない 
高温になっているところに水をかけると割れる 
恐れ 

受皿には、例えば水、アルミホイル・ 
クッキングシート・オーブンシート・ 
グリル石などを入れて使用しない 
油が過熱し、発煙・発火する恐れ 
また、自動（オート）調理がうまくできない原因 

使用中や使用後は、グリルドア、焼網、 
受皿、レールは高温になっているので、 
お手入れをするときは十分冷えている 
ことを確認してから行う 
やけどの原因 

キャビネット（本体下側）に調味料・食 
品などを置かない 
排熱により、調味料・食品などの変質の原因 

操作部に煮汁などを付けたまま収納し 
ない 
煮汁が固まってパネル操作部が開かなくなる恐れ 

トッププレートの上で、 　 ジャー炊飯 
器など電磁誘導加熱の調理機器を使わ 
ない 
磁力線により本製品が故障する原因 

左・右ヒーターは磁力線が出ているため、 
磁気に弱いものを近づけない 
●ラジオ・テレビ・補聴器など（雑音の原因） 
●キャッシュカード・磁気テープ・自動改札用 
　定期券など（記憶が消える原因） 

酸の強い食品がついた場合は 
すぐふきとる 
ジャム、レモン汁・梅を使った食品など放置す 
ると、トッププレート、プレートワクが変色す 
る原因 

プレートワクを鍋底でこすったり、 
プレートワクに熱い鍋を置かない 
ステンレスの傷付き・変色の原因 

鍋のふたを置かない 
火災・故障の原因 
※ヒーターが入ると加熱されます。 

ビルトインオーブンレンジと組み合わせ 
て使用の場合、グリルドアのとっての 
温度に注意する 
オーブンレンジの排気でグリルドアのとってが熱く 
なる場合があります。 
　　クッキングヒーターを使っていなくても、オー 
ブンレンジを使うと吸・排気カバー部が熱くなる場 
合があります。 

お 願 い 

グリルを使用するとき 

●消火するまでグリルドアを開けない 
　（空気が入り、炎が大きくなります。） 

①電源スイッチを切る 
②吸・排気カバー全体をぬれたタオルでふさぐ 
※このときグリルドアの周囲から煙が出ます。 

③ブレーカーを切る 
●グリルドア（ガラス窓）に水をかけない。 
　（ガラスが割れます。） 

接触禁止 

切 
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各部のなまえとはたらき（つづき） 
各
部
の
な
ま
え
と
は
た
ら
き 

 

安全機能 

…吸・排気カバーがふさがれていたりして、本体内部が異常に高温になったり、鍋底
の温度が異常に上がると、ブザーが鳴り、通電を停止します。 

◇過熱防止自動停止機能 
　（本体、左・右ヒーター） 

…調理中に鍋をおろしたり、位置を大きくずらすと、約30秒後にメロディーが鳴り、
通電を停止します。 

◇鍋無し自動停止機能 
　（左・右ヒーター） 

…誤ってナイフやフォークなどの金属小物や、直径の小さい鍋を載せて左または右ヒー
ターを通電すると、約30秒後にメロディーが鳴り、通電を停止します。 

◇小物検知自動停止機能 
　（左・右ヒーター） 

…揚げもの温度コントロール使用時、鍋底に約2mm以上のそりがあったり、変形し
ていると、ブザーが鳴り、通電を停止します。 

◇揚げもの鍋そり検知 
　自動停止機能 
　（左・右ヒーター） 

…トッププレートやグリルの温度が高温であることを、トッププレートの場合は表示
窓に、グリルの場合はパネル操作部に表示してお知らせします。 

◇高温注意表示 

…各ヒーターまたはグリルを使用し、一定時間経過すると通電を停止します。 
　（左・右ヒーター、中央ヒーター…操作後約45分、グリル（手動調理）…約30分） 

◇切り忘れ防止 
　自動停止機能 

…調理終了後、約45分経過すると自動的に電源ランプが消え電源を切り、待機時消
費電力を節約します。（高温注意表示を行っているときは働きません。） 

◇待機時消費電力オフ機能 

…小さなお子さまなどが触っても作動しないように、また熱を持つ中央ヒーターが作
動しないようにロックができます。 

◇チャイルドロック、 
　中央ヒーターロック 

ブザーに切り換えるときは、電源を入れ、全てのヒーターの通電を行っていない状態でパネル操作部の中央ヒー
ター操作部のタイマー を3秒間押します。「ピピッ」とブザーが鳴ったら切り換え終了です。同じ操作でブ
ザーをメロディーにもどすことができます。（この時は、メロディーが鳴って切り換え終了です。） 

・左・右ヒーターと中央ヒーターまたはグリルを同時に使用する場合は、合計の消費電力を5.8kWまたは
4.8kW（設置工事時に設定）以内に抑えるため、左ヒーターの最大火力が下がります。 

・左・右ヒーターを同時に使用し、左ヒーターを火力「12」で使用する場合は、右ヒーターの火力を「11」以下
に下げてください。右ヒーターの火力を大きくすると右ヒーターの火力が優先され、左ヒーターの最大火力が
自動的に下がります。 

・左ヒーターとグリルまたは中央ヒーターを同時に使用する場合は、左ヒーターの最大火力が自動的に下がり
ます。 

・左・右ヒーターと中央ヒーターまたはグリルを同時に使用し、左ヒーターが揚げもの温度コントロールの場合、
右ヒーターの最大火力が自動的に下がります。 

・揚げもの温度コントロールは左・右ヒーター同時には使用できません。 
・自動調理の組み合わせによっては、左・右ヒーター同時使用できない場合があります。 

■メロディー機能について 

■ヒーターの同時使用について 

使用中、本体内部の温度上昇を抑えるために冷却ファンが作動し、吸・排気カバーから吸気、排気を行います。 
・冷却ファンの作動音がしますが、異常ではありません。 

■吸・排気について 

グリル 

・焼網をセットするときは焼網の支え部をグリルの手
前にしてのせてください。 

※のせる向きを逆にすると、本体に取り付けられません。 
・受皿をホルダーにセットするときは、グリルドアやホ
ルダーの接続部に当たらないようにのせてください。 

※グリルドアやホルダーの接続部に当たってのせると、
本体に取り付けられません。また、下ヒーターに直
接のせないでください。 

 
 
※グリルドアはフロントグリルに密着するまで押し込ん
でください。 

受皿・焼網のつけかた・外しかた 

グリルドア 
とって 

受皿（消耗部品） 

受皿（消耗部品） 

焼網（消耗部品） 

焼網（消耗部品） 
支え部 

レール 

レール 

下ヒーター 

ホルダー 

グリル（1.5kW） 
（上・下ともシーズヒーター）（使いかたは30ページ） 
庫内の上部に触媒用ヒーター（300W）があります。 
※中央ヒーターとの同時使用はできません。 

魚焼き グルメ 

グ
リ
ル
ド
ア 

グ
リ
ル
ド
ア 

フロントグリル 
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